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ぞ
れ
刑
事
告
訴
し
た

と
報
じ
た
。 

一
部
の
紙
面
に
よ

る
と
告
訴
は
６
月
２

３
日
付
で
、
い
ず
れ

も
受
理
さ
れ
て
い

る
。 告

訴
さ
れ
た
の
は

管
理
会
社
担
当
者
と

報
じ
て
い
る
報
道
機

関
も
あ
る
。 

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
業
務
を
受
託

し
て
い
る
の
は
大
京

ア
ス
テ
ー
ジ
。
グ
ル

ー
プ
広
報
の
オ
リ
ッ

ク
ス
は
、
告
訴
の
「
事

実
関
係
を
確
認
で
き

て
い
な
い
状
態
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。 

同
社
は
現
時
点

で
警
察
の
捜
査
は

受
け
て
「
い
な
い
」

と
し
「
当
初
か
ら
警

察
に
対
し
て
は
真

摯
に
協
力
す
る
と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
、

こ
れ
か
ら
も
そ
の

対
応
方
針
は
変
わ

ら
な
い
」
と
話
す
。 

一
部
報
道
で
は

捜
査
関
係
者
の
話

「遺
族
が
告
訴
」の
報
道 

一
般
社
団
法
人

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

業
協
会
（
管
理
協
）

は
６
月
１
０
日
、
Ｉ

Ｔ
技
術
を
使
い
遠

隔

地

か

ら

の

参

加
・
出
席
、
議
決
権

行
使
を
可
能
に
す

る
管
理
組
合
総
会

の
実
現
に
向
け
た

検
討
を
始
め
る
、
と

公
表
し
た
。
法
改
正

や
法
解
釈
の
明
確

化
を
図
る
。
適
正
な

実
施
に
向
け
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
も
策

定
す
る
。 

モ
デ
ル
ケ
ー
ス

を
構
築
す
る
た
め

今
年
７
・
８
月
ご
ろ

か
ら
実
証
実
験
も

行
う
予
定
だ
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大

な
ど
に
よ
る
社
会

状
況
の
変
化
を
見

据
え
、
「
場
所
」
の

制
約
を
受
け
ず
、
ど

こ
か
ら
で
も
参
加

可
能
な
「
新
し
い
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
様

式
」
の
実
現
を
目
指

す
。 

管
理
協
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
「
第
二
波
」

「
第
三
波
」
の
懸
念

か
ら
、
実
際
に
会

場
に
足
を
運
ば
な

く
て
も
総
会
開
催

「
ウ
ェ
ブ
総
会
」実
現
へ
検
討 

法
解
釈
明
確
化
へ 

遠
隔
地
か
ら
の 

議
決
権
行
使
等 
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敷

地

斜

面 

崩

落

事

故 

管
理
会
社
・住
民
ら 

を
可
能
と
す
る
「
新

し
い
総
会
の
在
り

方
を
構
築
す
る
こ

神
奈
川
県
逗
子

市
で
２
月
５
日
、
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
（
築

１
６
年
、
３
８
戸
）

敷
地
の
斜
面
か
ら

土
砂
が
崩
落
し
通

行
中
の
女
子
高
校

生
が
巻
き
込
ま
れ

て
死
亡
し
た
事
故

で
、
一
部
の
報
道
機

関
が
女
子
高
校
生

の
遺
族
が
管
理
会

社
の
代
表
を
業
務

上
過
失
致
死
容
疑
、

区
分
所
有
者
の
住

民
ら
を
過
失
致
死

容
疑
で
神
奈
川
県

警
逗
子
署
に
そ
れ

と
が
望
ま
れ
る
」
と

し
て
い
る
。 

◇ 

Ｉ
Ｔ
技
術
を
使

っ
た
総
会
開
催
に

関
し
て
区
分
所
有

法
は
、
議
決
権
の
行

使
を
電
子
メ
ー
ル

な
ど
で
行
う
「
電
磁

的
方
法
」
に
つ
い
て

は
規
定
を
設
け
て

い
る
が
、
総
会
そ
の

も
の
を
ウ
ェ
ブ
会

議
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
使
っ
て
開
催
で
き

る
か
、
と
い
っ
た
点
に

つ
い
て
は
言
及
が
な

い
。 今

後
は
ウ
ェ
ブ
総

会
・
理
事
会
開
催
意
向

を
持
つ
管
理
組
合
が

増
加
し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。 

ウ
ェ
ブ
総
会
は
実

際
に
足
を
運
ぶ
よ
り

気
軽
に
参
加
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、従

来
の
総
会
と
比
べ
参

加
者
は
増
え
る
か
も

し
れ
な
い
。 

そ
の
一
方
で
「
ウ
ェ

ブ
総
会
」
に
つ
い
て
は

開
催
の
可
否
、
実
施
す

る
場
合
の
手
続
き
な

ど
不
明
な
点
が
多
い
。 

実
現
に
は
法
解
釈

や
法
改
正
に
よ
る
「
開

催
ル
ー
ル
」
の
明
確
化

が
不
可
欠
だ
。
（
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
新
聞
１

１
４
０
号
） 

と
し
て
、
事
故
が
起

き
る
前
日
に
管
理
員

が
斜
面
に
数
メ
ー
ト

ル
の
ひ
び
割
れ
を
発

見
し
、
管
理
会
社
に

伝
え
て
い
た
と
報
じ

て
い
る
。 

こ
の
点
や
ひ
び
割

れ
を
管
理
組
合
に
報

告
し
て
い
た
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
同
社

は
「
事
故
に
至
る
経

緯
は
差
し
控
え
た

い
」
と
述
べ
た
。
区

管理協 

ガ イ ド ラ イ ン 
策 定 実証実験も実施 

 

逗 子 の 
マンション 

応
急
工
事
は 

完

了 

分
所
有
者
が
捜
査
を

受
け
て
い
る
か
ど
う

か
や
、
管
理
組
合
の
今

後
の
対
応
に
つ
い
て

は「
お
答
え
で
き
る
立

場
に
な
い
」
と
話
す
。 

◇ 同
マ
ン
シ
ョ
ン
の

斜
面
全
体
の
本
工
事

を
検
討
し
て
い
る
逗

子
市
都
市
整
備
課
に

よ
れ
ば
、工
事
の
設
計

は
終
了
。
工
法
は
、
の

り
枠
の
設
置
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
張
り
な
ど

複
数
か
ら
管
理
組
合

に
選
択
し
て
も
ら
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

工
事
費
用
が
い
く
ら

か
か
る
か
に
つ
い
て

は
「
お
話
し
で
き
な

い
」
と
す
る
。 

４
月
に
完
了
し
た

応
急
工
事
は
、
補
正
予

算
ベ
ー
ス
で
約
２
５

０
０
万
円
だ
と
話
し

た
。 管

理
組
合
と
の
交

渉
を
担
当
す
る
部
署

の
一
つ
で
あ
る
同
市

の
経
営
企
画
部
は
、

工
法
の
提
示
や
費
用

の
協
議
に
つ
い
て
早

け
れ
ば
７
月
中
に

「
入
れ
れ
ば
入
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
」

と
話
し
て
い
る
。
費

用
が
決
ま
っ
て
い
な

い
た
め
、
費
用
を
負

担
す
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
の
管
理
組
合

の
意
思
確
認
は
ま
だ

行
っ
て
い
な
い
。 

応
急
工
事
費
は
、

管
理
組
合
が
費
用
負

担
の
意
向
を
示
し
た

と
い
う
。（
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
新
聞
１
１
４

２
号
） 

管
理
組
合
が
費
用
負
担
の
意
向 
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編集後記：マンション管理適正化が改正されました。この改正により分譲マンション（共同住宅）に対して管理不全

マンションとならずに、各々の管理組合で適正なマンション管理が図られるように、各地方自治体がより積極的に関与

することが義務付けられました。今後都市部の自治体（政令指定都市中心）に、マンション管理関係の施策の充実が図

られるものと思います。各管理組合においてはこれらの行政の支援策を活用しながら、“自分たちのマンションは自分

たちで守る”との気概を持って管理運営に努め、終の棲家として長く住み続けられるようなマンション作りを目指して

下さい。そのためには、自分たちのマンションの「長期ビジョン」を居住者間で活発な議論をしましょう。（吉田） 

 

改
正
法
、
６
月  

日
公
布 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化

法
・
建
替
え
円
滑
化
法 

６
／   

衆
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立 

改
正
法
の
目
玉

は
地
方
自
治
体
に

よ
る
「
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
適
正
化
推

進
計
画
」
の
策
定

と
計
画
を
策
定
し

た
区
域
に
お
け

る
、
管
理
組
合
が

定
め
た
「
管
理
計

画
」
の
認
定
制
度

の
創
設
だ
。 

改
正
法
上
の
適

正
化
推
進
計
画
を

策
定
済
み
と
位
置

付
け
ら
れ
る
自
治

体
を
含
め
て
、
４

月
３
０
日
時
点
で

２
８
都
道
府
県
・

７
市
が
計
画
の
策

定
を
予
定
し
て
い

る
。 

◇ 

審
議
で
は
「
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
適

正
化
推
進
計
画
」

に
期
待
さ
れ
る
効

果
、
管
理
計
画
の

認
定
を
受
け
る
メ

リ
ッ
ト
、「
要
除
却

認
定
」
を
行
う
上
で

の
基
準
な
ど
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ

っ
た
。
５
会
派
共
同

提
案
に
よ
る
付
帯

決
議
も
可
決
さ
れ

た
。 

◇ 

委
員
会
で
は
、
７

人
が
質
問
。
政
府
参

考
人
と
し
て
眞
鍋

純
・
国
交
省
住
宅
局

長
ら
６
人
が
出
席

し
た
。 

広
田
一
議
員
（
無

所
属
）
は
今
回
の
法

改
正
で
管
理
組
合

の
役
割
・
重
要
性
が

ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
尋
ね
た
。 

答
弁
し
た
赤
羽

一
嘉
国
交
相
は
ま

ず
、
「
改
正
法
案
で

非
常
に
画
期
的
な

こ
と
は
マ
ン
シ
ョ

ン
と
い
う
私
有
の

建
物
に
対
し
て
公

的
な
関
与
を
初
め

て
す
る
」
と
言
及
。

そ
の
上
で
「
国
に
よ

る
基
本
方
針
の
策

定
、
地
方
自
治
体
に

よ
る
計
画
制
度
・
指

導
助
言
等
の
創
設

と
い
っ
た
措
置
を

定
め
て
い
る
が
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
管

理
組
合
の
役
割
は

い
さ
さ
か
も
変
わ

る
も
の
で
は
な
い
」

と
述
べ
た
。 

地
方
自
治
体
が

「
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
適
正
化
推
進
計

画
」
を
策
定
し
た
場

合
、
当
該
区
域
の
管

理
組
合
が
認
定
を

受
け
ら
れ
る
「
管
理

計
画
」
に
つ
い
て
広

田
議
員
は
「
目
に
見

え
る
効
果
が
あ
る

か
は
疑
問
」
だ
と

し
、
認
定
取
得
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
に
つ

い
て
た
だ
し
た
。 

眞
鍋
住
宅
局
長

は
認
定
取
得
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
誘

因
策
）・
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
「
さ
ら
な
る

検
討
が
必
要
。
業
界

団
体
・
地
方
自
治
体

と
も
相
談
し
な
が
ら

中
身
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
た

い
」
と
答
弁
し
た
。 

井
上
英
孝
議
員

（
日
本
維
新
の
会
）

は
国
交
相
を
指
名
し

「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

適
正
化
推
進
計
画
」

制
度
に
、
ど
ん
な
効

果
を
期
待
し
て
い
る

か
を
質
問
し
た
。 

赤
羽
国
交
相
は
、

制
度
の
概
要
を
説
明

し
「
公
的
な
関
与
を

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で

し
っ
か
り
と
し
た
管

理
計
画
を
立
て
自
ら

管
理
の
水
準
を
上
げ

て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
る
」
と
答
弁
。 

制
度
の
効
果
に
つ

い
て
は
「
施
行
し
て

時
間
の
経
過
の
中

で
、
ど
の
マ
ン
シ
ョ

ン
が
管
理
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
か
と
い

う
の
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
く
、
あ
る
意

味
差
別
化
が
図
ら

れ
、
そ
れ
が
最
終
的

に
全
体
的
な
底
上
げ

に
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
」
と
期
待

を
示
し
た
。 

「
一
番
大
事
な
こ

と
は
自
分
た
ち
が
一

つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
と
し
て
、
主
体
者

と
し
て
ど
う
管
理
を

し
っ
か
り
適
正
化
し

て
い
く
の
か
。
日
ご

ろ
か
ら
管
理
が
適
正

な
マ
ン
シ
ョ
ン
ほ
ど

長
寿
命
化
す
る
と
思

う
」
と
持
論
を
述
べ

る
一
幕
も
あ
っ
た
。 

井
上
議
員
は
適
正

化
推
進
計
画
の
策
定

が
任
意
と
さ
れ
て
い

る
点
を
取
り
上
げ

「
な
ぜ
な
の
か
。
全

国
一
律
に
し
た
方
が

い
い
の
か
な
、
と
い

う
思
い
も
あ
る
」
と

し
、
見
解
を
求
め
た
。 

眞
鍋
住
宅
局
長

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

「
立
地
や
老
朽
化
の

状
況
を
踏
ま
え
る
と

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の

適
正
化
に
向
け
た
対

策
・
政
策
の
ニ
ー
ズ

は
全
国
一
様
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
」

と
答
弁
。 

地
方
自
治
体
に
お

け
る
「
事
務
体
制
」

の
実
情
も
考
慮
し

「
全
国
一
律
で
は
な

く
任
意
、
つ
ま
り
義

務
付
け
で
は
な
い
形

で
の
制
度
化
を
企
図

し
た
」
と
説
明
し
た
。 

適
正
化
推
進
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
、

眞
鍋
住
宅
局
長
は

「
ま
ず
は
マ
ン
シ
ョ

ン
が
多
く
立
地
し
管

理
上
の
課
題
が
顕
在

化
し
て
い
る
都
市
部

で
先
行
的
に
中
心
に

行
わ
れ
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
」
と
言

及
。 そ

の
一
方
で
「
そ

う
は
い
っ
て
も
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
地

方
自
治
体
に
早
期
に

計
画
を
作
成
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
こ
う

い
う
意
図
も
あ
る
」
。

こ
の
た
め
国
に
よ
る

計
画
記
載
事
項
の
例

示
、
地
方
自
治
体
へ

の
説
明
会
の
開
催
な

ど
を
行
い
「
計
画
が

適
切
に
作
成
さ
れ
る

よ
う
自
治
体
に
働
き

掛
け
る
。
相
談
に
も

積
極
的
に
応
じ
て
進

め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。 

井
上
議
員
は
、
計

画
策
定
に
伴
う
自
治

体
の
事
務
負
担
の
増

加
を
指
摘
し
計
画
作

成
に
対
す
る
国
の
支

援
や
負
担
軽
減
策
に

つ
い
て
も
尋
ね
た
。 

眞
鍋
住
宅
局
長
は

負
担
軽
減
策
と
し

て
、
計
画
を
策
定
す

る
上
で
必
要
に
な
る

実
態
調
査
等
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
「
実

態
調
査
を
行
う
上
で

の
予
算
措
置
も
講
じ

て
サ
ポ
ー
ト
す
る
」。 

管
理
計
画
の
認
定

事
務
に
関
し
て
も
認

定
基
準
を
提
示
し
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

す
る
、
と
し
た
。 

法
案
に
、
認
定
基

準
の
一
部
を
指
定
す

る
法
人
に
外
部
委
託

で
き
る
規
定
が
あ
る

点
か
ら
「
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
等
の
専
門

家
の
活
用
あ
る
い
は

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適

正
化
推
進
セ
ン
タ
ー

の
技
術
的
な
協
力
も

併
せ
て
講
じ
、
自
治

体
の
負
担
の
軽
減
に

努
め
た
い
」
と
答
弁

し
た
。（
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
新
聞
１
１
４
１

号
） 

管理計画認定で「差別化」 

２４ 
１６ 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
・
建
替
え
円
滑
化
法
の
改
正
案
が
６
月
１
６
日
、

衆
議
院
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可
決
、
成
立
。
２
４
日
に
公
布
さ
れ
た
。
１
２
日

に
は
国
土
交
通
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
て
い
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
の
本
格
的
な
改
正
は
同
法
が
制
定
さ
れ
た
２
０
０
０

年
以
降
、
今
回
が
初
め
て
。
改
正
法
は
一
部
を
除
き
、
公
布
か
ら
２
年
以
内
に
全

面
施
行
さ
れ
る
。
施
行
日
は
、
今
後
政
令
で
定
め
る
。 

 

「私
有
建
物
に
公
的
関
与
、
画
期
的
」 


